
令和８年度第１回広島県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会開催概要 

 

１ 開催日時 令和８年７月８日（水）１０時００分～１２時００分 

２ 開催場所 広島職業能力開発促進センター本館３階大教室 

３ 主な議題 

（１）令和７年度業務実績について 

（２）令和８年度業務計画及び進捗状況について 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。各委員か

らの主な意見等は以下のとおり。 

 

（離職者訓練について） 

・ リスキリングや女性活躍の推進、高齢求職者の増加といった状況等を踏ま

え、それぞれのニーズに対応した訓練を実施していただきたい。 

 

 ・ 引きこもりやニート等の働くことに不安や課題を抱える者を支援する機

関とも連携し、働く意欲の喚起を含めた支援まで事業の領域を広げた上で、

多様な受講者を受け入れ、就職につなげていく取組を推進していただきたい。 

 

・ 人手不足の影響により定員充足率が目標を達成できていないが、ポリテク

センター自体が有する設備や技術的なノウハウは外部委託では代替できな

いため、引き続き充実させていただきたい。 

 

（在職者訓練について） 

・ 事業主アンケートの評価が下がっているが、例えば、受講者に対して訓練

修了直後ではなく、訓練修了後３ヶ月時点でアンケートを実施し、その内容

を上司が評価するようなアンケート方法に変更するなど、受講者本人と事業

主との評価結果に乖離が生じないアンケートの方法を検討していただきた

い。 

 

（生産性向上支援訓練について） 

・ 企業から非常に関心の高い訓練であるため、コース数等を充実していただ

きたい。また、対象者が同様となる訓練を他団体でも実施しているため、情

報共有やコラボで実施する等、集客力を高める取組を検討していただきたい。 

 

・ 訓練の受講ニーズが高いことを踏まえ、もう少し予算を配分するととも

に、実績に鑑み目標値の引き上げについて検討していただきたい。 



（業務運営全般について） 

・ ＪＥＥＤ全体として、施設内で実施する離職者訓練や在職者訓練と、外

部委託である生産性向上支援訓練等との間でバランスの取れた事業運営を

検討していただきたい。 
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